
  恐れ入りますが、労組委員長・書記長・パート部長にお渡しください。       （掲示用） 
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国民平和大行進 

 

生協労連の旗は 7 月 21 日（水）福岡県から山口県へと引き継がれ、広島
に向かって行進中です。 
  
 2010年 5月のニューヨーク行動は、国連やNPT再検討会議

にも影響を与え、核兵器廃絶の「明確な約束」や中東非核地帯化

に向けた会議を2012年に開催することが確認されるなど、前進

的な成果に結びつきました。核兵器のない世界の早期実現を求め

る国民世論と政治のズレは、政権交代後も拡大しています。それ

故に、草の根からの取り組みの継続、強化が求められています。

平和行進の取り組みを単組の中できちんと位置づけ、取り組みま

しょう。原水爆禁止世界大会（ヒロシマ）に向けて、力強く行進

中です。  

長崎大学生協労組学習交流会 

 

  

 7 月 24日（土）16時から長崎大学文教キャンパス食堂にて、パートのなかまを対象に学習会を行ない

ました。大学事業連合労組の三重委員長が講師を務め、まずは生協労連の「大学生協で働くのなかま」のパ

ンフレットを使って、“労組はあなたの権利を守ります”、労基法は守られていますかの“職場チェック”な

どを行いました。また、事前に配布されていたアンケートの集約結果を基に、職場での問題点が多く出され

ました。アンケートの内容は、「仕事上での問題点、改善して

ほしい点、パートと正規職員のコミュニケーションについて、

正規職員に対しての意見要望等」。このアンケート結果は、労

使協議会の議題として職場運営及び職場改善に活かしていく

ことが報告されました。続いて賃金引上げと労働諸条件の要求

を参加者全員で確認しました。学習交流会の開催にあたっては、

労組未加入者へもアンケート用紙を配布し、交流会への案内を

行なうなど労組加入への取り組みを行い、結果正規 2 名、パ

ート４名が加入しました。19時からは会場をベストウェスタ

ンプレミアムホテルに移して、労組員交流会を行いました。正

規、パート、地連役員を含めて…もちろん新規加入者も…49

名の参加で、長崎の夜を、花火を楽しました。 


